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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月23日(2009.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機械的振動エネルギを電気エネルギに変換するための電気機械的デバイスであって、減
衰係数および共振周波数を持つ速度減衰共振器である電気機械的デバイスと、
　前記電気機械的デバイスが出力した電力を検出するための電力検出器と、
　制御装置と、
　前記電気機械的デバイスの前記減衰係数を調節するための減衰係数調節器と、を備え、
　前記制御装置は、前記電力検出器が検出した電力出力に応じて前記減衰係数調節器を制
御するように構成されている
ことを特徴とする電気機械的発電機。
【請求項２】
　前記減衰係数調節器は、予め設定された第１減衰係数をデフォルトとするように設定さ
れる
ことを特徴とする請求項１に記載の電気機械的発電機。
【請求項３】
　前記減衰係数調節器は、予め設定された閾値よりも高い出力電力が前記電力検出器によ
って検出されると、予め設定された第１減衰係数をデフォルトとするように、設定される
ことを特徴とする請求項２に記載の電気機械的発電機。
【請求項４】
　前記減衰係数調節器は、前記電力検出器が共振周波数で最大電力出力を検出した後、前
記制御装置の制御下で、前記減衰係数を前記予め設定された第１減衰係数から減少させる
ようになされている
ことを特徴とする請求項２または３に記載の電気機械的発電機。
【請求項５】
　前記減衰係数調節器は、予め設定された閾値よりも高い出力電力が前記電力検出器によ
って検出されない場合に、前記第１減衰係数よりも高い予め設定された第２減衰係数をデ
フォルトとするように、設定される
ことを特徴とする請求項２、３または４に記載の電気機械的発電機。
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【請求項６】
　前記電気機械的デバイスの共振周波数を調節するための共振周波数調節器をさらに備え
、
　前記制御装置は、前記電力検出器によって検出された出力電力に応じて前記共振周波数
調節器を制御するように構成されている
ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の電気機械的発電機。
【請求項７】
　前記共振周波数調節器は、予め設定された第１周波数をデフォルトとするように設定さ
れる
ことを特徴とする請求項６に記載の電気機械的発電機。
【請求項８】
　前記共振周波数調節器は、予め設定された閾値よりも高い出力電力が前記電力検出器に
よって検出されると、予め設定された第１周波数をデフォルトとするように、設定される
ことを特徴とする請求項７に記載の電気機械的発電機。
【請求項９】
　前記共振周波数調節器は、特定の減衰係数において、前記制御装置の制御下で、前記第
１周波数から周波数を変化させるようになされており、
　前記周波数は、前記電力検出器によって最大電力出力が検出されるまで、変化させられ
る
ことを特徴とする請求項７または８に記載の電気機械的発電機。
【請求項１０】
　前記共振周波数調節器は、予め設定された閾値よりも高い出力電力が前記電力検出器に
よって検出されない場合に、前記第１周波数とは異なる予め設定された第２周波数をデフ
ォルトとするように、設定される
ことを特徴とする請求項６乃至９のいずれか一項に記載の電気機械的発電機。
【請求項１１】
　前記電気機械的デバイスの前記共振器は所定のばね定数を有し、
　前記共振周波数調節器は、前記ばね定数を調節することによって共振周波数を制御する
ようになされている
ことを特徴とする請求項６乃至１０のいずれか一項に記載の電気機械的発電機。
【請求項１２】
　前記制御装置を駆動するための電力回路であって、前記出力電力によって駆動される電
力回路をさらに備える
ことを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか一項に記載の電気機械的発電機。
【請求項１３】
　前記電気機械的デバイスからの最大出力電力を確認するためのコンパレーターを、前記
制御装置内に、さらに備える
ことを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか一項に記載の電気機械的発電機。
【請求項１４】
　前記制御装置は、前記減衰係数調節器を定期的に制御するようになされている
ことを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか一項に記載の電気機械的発電機。
【請求項１５】
　前記制御装置は、前記共振周波数調節器を定期的に制御するようになされている
ことを特徴とする請求項６乃至１１のいずれか一項に従属する請求項１４に記載の電気機
械的発電機。
【請求項１６】
　前記制御装置は、前記共振周波数調節器を定期的に制御して、前記電気機械的発電機の
振動の周囲周波数における何らかの変化に適応するように、なされている
ことを特徴とする請求項１５に記載の電気機械的発電機。
【請求項１７】
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　前記電気機械的デバイスは、電磁結合によって機械力を電力に変換するようになされて
いる
ことを特徴とする請求項１乃至１６のいずれか一項に記載の電気機械的発電機。
【請求項１８】
　前記電気機械的デバイスは、圧電結合によって機械力を電力に変換するようになされて
いる
ことを特徴とする請求項１乃至１６のいずれか一項に記載の電気機械的発電機。
【請求項１９】
　電気機械的発電機を用いて機械的振動エネルギを電気エネルギに変換する方法であって
、
　減衰係数および共振周波数を持つ速度減衰共振器を含む電気機械的デバイスを準備する
工程と、
　前記電気機械的デバイスを振動させる工程と、
　前記電気機械的デバイスからの出力電力を検出する工程と、
　前記検出された出力電力に応じて前記電気機械的デバイスの減衰係数を調節する工程と
、を備える
ことを特徴とする方法。
【請求項２０】
　前記準備する工程は、
　前記減衰係数を、予め設定された第１減衰係数に設定する工程と、
　前記共振周波数を、予め設定された第１周波数に設定する工程と、を含み、
　前記調節する工程は、
　前記電気機械的デバイスの前記共振周波数を、前記予め設定された第１減衰係数で最大
電力出力が検出されるまで前記予め設定された第１周波数から変化させ、前記共振周波数
を最終共振周波数に変化させる工程と、
　前記最終共振周波数で最大電力出力が検出されるまで、前記電気機械的デバイスの前記
減衰係数を前記予め設定された第１減衰係数から減少させる工程と、を備える
ことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記電気機械的デバイスからの出力電力を検出する工程と、前記予め設定された第１減
衰係数で最大電力出力が検出されるまで前記電気機械的デバイスの前記共振周波数を前記
予め設定された第１周波数から変化させ、前記共振周波数を最終共振周波数に変化させる
工程と、前記最終共振周波数で最大電力出力が検出されるまで、前記電気機械的デバイス
の前記減衰係数を前記予め設定された第１減衰係数から減少させる工程と、は定期的に繰
り返し続けて実施され、これにより、前記減衰係数および前記共振周波数を制御する
ことを特徴とする請求項２０に記載の方法。
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